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毎月ゼロの日（10日・20日・30日）は、テレビやゲームを一休みして家族で読書をするなど、ふれあいの時間として過ごしましょう　問生涯学習課☎70・5658

限
度
額
適
用
認
定
証
更
新

　

高
額
療
養
費
に
か
か
る
「
限

度
額
適
用（
標
準
負
担
額
減
額
）

認
定
証
」
を
持
ち
、
８
月
１
日

以
降
も
入
院
な
ど
で
認
定
証
が

認
定
証
更
新

認
定
証
更
新
や
限
度
額
変
更

や
限
度
額
変
更

国
民
健

国
民
健
康
保
険
な
ど

康
保
険
な
ど

　

７
月
中
旬
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
全
員
に
今
年

度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
、
前
年
（
29
年

１
月
〜
12
月
）
の
所
得
額
に
応

じ
て
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
決
定
し
、
被
保
険
者

全
員
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
、
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

計
算
は
被
保
険
者
個
人
単
位
で

行
い
ま
す
。
均
等
割
額
は
４
万

１
６
０
０
円
に
、
所
得
割
率
は

８
・
25
％
、
限
度
額
は
62
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
）
が
原
則
で
す
が
、
次
に
該

申
請
で
納
付
免
除
・
猶
予
も

申
請
で
納
付
免
除
・
猶
予
も

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

必
要
な
方
は
、
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
30
年
度
の
市
民

税
が
引
き
続
き
非
課
税
世
帯
の

方
で
、
過
去
12
か
月
以
内
の
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
入
院
費
と
併
せ
て
食

事
代
も
減
額
で
き
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
入
院
日
数
の
確
認
が

で
き
る
領
収
書
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
７
月
23
日
〜
８
月
31
日
に

必
要
な
方
の
国
民
健
康
保
険
証

と
現
在
の
認
定
証
を
持
参
し
、

保
険
年
金
課
へ
直
接
。

高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
変
更

　

70
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険

か
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
市
民

税
が
非
課
税
世
帯
で
な
い
方
の

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
、
30
年
８
月
診
療
分
か
ら

表
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
。
変
更
と
な
る
の
は
、
所
得

区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
か
一

般
に
該
当
す
る
方
で
す
。
低
所

得
者
Ⅱ
か
Ⅰ
に
該
当
す
る
方
の

限
度
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
役
並
み
所
得
者
の
中
で
、

所
得
区
分
が
Ⅰ
と
Ⅱ
に
該
当

し
、
入
院
な
ど
に
よ
り
高
額
な

医
療
費
が
か
か
る
方
は
、
申
請

に
よ
り
限
度
額
適
用
認
定
証
を

交
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
同
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
同
課
☎
70
・
５
６
１
７
。

■「健康度見える化コーナー」相談会
７月26日（木）13時30分～15時、保健
福祉プラザ。同コーナー機器の結果
を全て印刷し、希望者へ結果の見方
や生活習慣改善について保健師や管
理栄養士がアドバイス。定員30人
（先着順）。問健康づくり推進課☎77
・1133。
■年中･年長さんのむし歯予防教室
７月26日（木）10時～11時30分、保健
福祉プラザ。永久歯の虫歯予防のブ
ラッシング指導と歯科相談。土産と
簡単おやつの試食あり。４～５歳児
と保護者対象。歯ブラシとコップ持
参。定員30組（申込順）。主 （一社）
大和歯科医師会。申７月２日から健
康づくり推進課☎77・1133。
■離乳食カミカミ教室
７月27日（金）10時～11時30分、保健

福祉プラザ。離乳食の話と試食、身
体測定。講師は管理栄養士、保健
師。９～12か月児の保護者対象。母
子健康手帳持参。定
員20人（申込順）。申
７月２日から健康
づくり推進課☎77・
1133。
■結核検診
７月28日（土）11時～11時30分、保健
福祉プラザ。市内在住で15歳以上の
方対象（妊娠中は受診不可）。問健康
づくり推進課☎77・1133。
■子ども食育サミット
８月１日（水）10時～12時30分、保健
福祉プラザ。野菜にまつわるクイズ
と工作、地場産物を使用したビュッ
フェスタイルの食事。年長児～小学
４年生対象（保護者の送迎要）。エプ

ロン、手拭き、バンダナなど持参。
定員24人（申込順）。費500円（食材
費・保険代）。主市食生活改善推進協
議会、市地場農産物消費拡大推進協
議会。申７月２日から健康づくり推
進課☎77・1133。
■市民健康バスツアー
８月５日（日）９時～16時、大和駅前
集合。昭和薬科大学薬草園（町田市
東玉川学園）見学、薬膳昼食会、健
康セミナーなど。市内在住で60歳以
上の方対象。定員11人（抽選）。主
（公社）大和綾瀬薬剤師会。　費1500
円。申７月１日～10日に「市民健康
バスツアー希望」、住所、氏名（ふり
がな）、電話番号、年齢を同会事務局
へＦ046・263・2819。当選者には７
月15日までに連絡。
　問薬局双葉堂☎046・263・7010。

各
種
通
知
書
を
送
付

各
種
通
知
書
を
送
付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

当
す
る
方
は
普
通
徴
収
（
納
入

通
知
書
か
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
方
法
）
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円

未
満

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金

給
付
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

③
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医

療
の
資
格
を
取
得
（
75
歳
に
な

っ
た
方
、
転
入
し
た
方
な
ど
）

④
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
―
な
ど

　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
方

は
、
申
し
出
に
よ
り
支
払
い
方

法
を
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す
。

被
保
険
者
証
、
減
額
認
定
証

更
新

　

現
在
使
用
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
の
有

効
期
限
が
７
月
31
日
で
満
了
と

な
る
た
め
、
８
月
１
日
以
降
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
は

７
月
中
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し

ま
す
。
有
効
期
間
は
８
月
１
日

〜
32
年
７
月
31
日
で
す
。
８
月

１
日
を
過
ぎ
て
も
保
険
証
未
着

や
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
保
険

年
金
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
使
用
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
若

草
色
）
を
持
っ
て
い
て
、
８
月

１
日
以
降
も
対
象
と
な
る
方

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
）

に
は
新
し
い
減
額
認
定
証
（
同

色
）
を
７
月
末
日
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。

　

問
同
課
☎
70
・
５
６
１
７
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受

け
る
と
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま

す
。
承
認
期
間
は
７
月
〜
来
年

６
月
の
１
年
間
で
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。
継
続
を
希
望
し

て
全
額
免
除
か
納
付
猶
予
を
承

認
さ
れ
た
方
は
、
次
年
度
以
降

は
原
則
と
し
て
申
請
不
要
で
す
。

■
対
象

　

第
１
号
被
保
険
者
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
（
納

付
猶
予
は
本
人
、
配
偶
者
）
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
定
め
ら

れ
た
基
準
以
内

②
失
業
、
倒
産
、
廃
業
が
確
認

で
き
る

③
障
が
い
者
か
寡
婦
で
前
年
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
以
外
の
扶
助
を
受
給

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給

（
全
額
免
除
対
象
。
毎
年
申
請

要
）

■
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

②
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合
は

不
要
）

③
市
で
前
年
所
得
の
状
況
が
確

認
で
き
な
い
方
は
、
前
年
所
得

の
分
か
る
も
の

④
昨
年
１
月
１
日
以
降
の
失
業

を
理
由
と
す
る
方
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
同
給
付
金
額
通

知
書

■
申

　

保
険
年
金
課
へ
直
接
。

■
結
果

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
承
認
通

知
書
送
付
（
一
部
免
除
の
方
に

は
区
分
に
応
じ
た
納
付
書
も
送

付
）。

■
問

　

同
課
☎
70
・
５
６
１
８
か
厚

木
年
金
事
務
所
☎
０
４
６
・
２

２
３
・
７
１
７
１
。

〈平成29年８月診療分～平成30年７月診療分〉
自己負担限度額（月額）

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所得者 ５万7600円

８万100円（総医療費が26万7000円を超えた
場合は、その超えた分の１％を加算。４回
目以降の場合４万4400円）

一般 １万4000円（※１） ５万7600円（４回目以降の場合４万4400円）
※１　８月～翌年７月の自己負担額の合計が、年間上限14万4000円を超えた場合、差額を給付

⬇
〈平成30年８月診療分から〉
自己負担限度額（月額）

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
現役並み所得者Ⅲ

（課税所得690万円以上）
25万2600円（総医療費が84万2000円を超えた場合は、その超えた分の
１％を加算。４回目以降の場合14万100円）

現役並み所得者Ⅱ
（課税所得380万円以上）

16万7400円（総医療費が55万8000円を超えた場合は、その超えた分の
１％を加算。４回目以降の場合９万3000円）

現役並み所得者Ⅰ
（課税所得145万円以上）

８万100円（総医療費が26万7000円を超えた場合は、その超えた分の１％
を加算。４回目以降の場合４万4400円）

一般 １万8000円（※２） ５万7600円（４回目以降の場合４万4400円）
※２　８月～翌年７月の自己負担額の合計が、年間上限14万4000円を超えた場合、差額を給付
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